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【方法】研究デザイン：質的研究、事例研究。対象：平成 25 年 1 月
～平成 25 年 8 月の間に A ステーションで在宅支援に関わった、独








































































【結果】外来看護師の対象者は 10 名、回答を得られたのが 7 名で、
回収率 70%。サマリーに対する満足度は、「大変充実している」「充






















美 1,2）、渡邉　貴子 1）、佐伯　沙羅 2）、金井　緑 1）、
　持松　泰彦 1）
【はじめに】横浜市は、全国平均より急ピッチで高齢化が進み、高











中心となり部署での活用を推進 4）キャリア開発ラダーレベル 3 を
目指す看護師を対象に、退院支援コースを立ち上げ、実施。
【結果】相談室介入依頼数は、年間 684 件増加した。退院調整加算・
介護連携指導料算定数は、増加しその後 6 ヶ月目で減少した。ラダー
コース参加者から、「退院支援は相談室が行うものから、みんなで
取り組むものに変化した」「患者の意思を尊重したサポートが必要」
「患者・家族が納得のいくものとなる支援ができた時やりがいを感
じる」などの感想が聞かれた。
【考察】相談室介入件数の増加やラダーコース参加者の反応から、
退院支援に対する意識は向上したと考える。しかし、患者の重症化、
病床利用率の上昇する 6 ヶ月目の時期は、フローチャートに沿った
支援ができておらず、今後も継続的な取り組みが必要であることが
わかった。
